
201与.9.11(Fri)19:00録21:00

日本橋ふくしま館MIDE丁「E
(東京都中央区日本橋室町4丁目3-16)

∪ターン・iターンしたい気持ちはあるけど実際暮らして行けるかなと一歩踏み出せずにいる。そんな皆さん、

同じ悩みを持つ「ふく女の会」のメンバーと共に、-つ-つ解決していきませんか?今回のテーマは「お金」。

地方に行けば収入は下がるけど本当に生活していける了地方らしい働き方をしたいけど、年金や社会保険、預金

はどうなるの了そんな悩みや不安を税理士でファイナンシャルプランナーや宅建の資格も持つ高山氏と2014年

に∪ターンを果たした佐藤氏と一緒に考えます。

参加費:2与00円(地酒十おつまみ付き)

定　員:10名

GU亡S丁
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高山弥生氏
税理士。一般企業に就職後、会計事務所に勤務。試験組の税理士

と資産税に強い国税上がりのふたりの師匠を持ち、恵まれた環境

で税理士業務を学ぶ。C干P、宅建も保有しており、多角的なアド

バイスが好評。得意分野は相続税と所得税。

佐藤宏美氏
福島市出身。1丁年閻京都の日本料理店で接客業に従事。震災後は

少しでも福島の近くにと東京で全国の農家さんを応援する飲食店

に勤務。2014年に∪ターンし、現在は(一社)ふくしま連携復

興センターに勤肇しながら、休日にはマルシェの運営にも携わる。

◆コーディネーター:大宮美咲(ふくしまふるさと暮らし情報センター相談員)

「ふく女の会」は女性目線で福

島の魅力を再発見したい!とい

う東京に住む福島県出身の女性

の声から生まれた団体です。東

京にいるからこそ見える、福島

の良いところを発見、共有、発

信しています。これまでの主な

活動は、福島県アンテナショッ

プ限定メニュー開発、他団体と

コラボし伝統文化の体験ツアー

やイベントの企画運営など。

お申し込み　謹龍蒜珪鴇簸・雑器/-2C31m軸より

お問合わせ　ふく女の会事務局(fukujo.no.kai@gma=●com)

主催:ふく女の会　協力:日本橋ふくしま館MIDET「E


